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12TH CONCERT

法政大学 アカデミー OB 合唱団

HOSEI UNIVERSITY ACADEMY

尾崎 徹（指揮）、倉本絵里（ソプラノ）、コセフィルオペラバンド（リーダー＆ピアノ 巨瀬励起）

椿姫より 第 2幕「ジプシーの合唱～闘牛士の合唱」/
第1幕 導入部のストレッタ「空には暁がめざめ～ ああ、そは彼の人か」/
オテロより「喜びの炎よ」/ナブッコより「行けわが想いよ、黄金の翼に乗って」/
カヴァレリア・ルスティカーナより「復活祭の合唱」/
イル・トロヴァトーレより「朝の光が差してきた（アンヴィルコーラス）」/アイーダより「凱旋の行進曲」

「イタリアオペラ合唱曲集」

「ぜんぶ ここに２」より
さくらももこの詩による無伴奏混声合唱曲集
相澤直人  作曲

指揮  尾崎 徹

ふたりのチョコ/まるい星/ビール工場/
ぜんぶ/自分のほんとう

「Spirituals」
ロジェ・ワーグナー編曲　

指揮  尾崎 徹

揺れよ、幌馬車/時には母のない子のように/
深い河/誰も知らない私の悩み/ジェリコの戦い

E-mail：concert@academy-ob.com

お問い合わせ：法政大学アカデミーOB合唱団

入場料：1,500円（全席指定）14：30開場 / 15：00開演2024年12月7日（土）
横浜みなとみらいホール小ホール

＊

＊開演 1時間前より受付にて座席指定券との引換をいたします。なお、座席のご希望はお受けいたしかねますので、あらかじめご了承ください。

ホームページ



法政大学アカデミーOB合唱団

法政大学アカデミー合唱団（1962年創設）のOB・OGで構成された混声合唱団。
1991年2月に創設以来の常任指揮者・福永陽一郎先生（1990年逝去）の追悼演奏会『陽ちゃんと一緒』で「My Way」を歌うために集まったこ
とを機に、同年の『アーリーサマーコンサート』（現役生主催）への出演を経て、OB合唱団としての活動を開始した。
1996 年に1stコンサートを開催して以降、主催演奏会の回を重ね、2019 年には第10 回の記念演奏会を開く。19期の尾崎徹（1981 年卒）が指
揮者を務め、邦人作品や海外の合唱作品だけでなくポップス編曲など幅広いレパートリーを歌い、管楽器やジャズプレイヤーなど様々な楽器
との競演やオーケストラ付きの大曲にも挑戦している。
昨今は100 歳まで歌える合唱団を目指して「聴きあう力の向上」を活動方針の一つとしており、この演奏会ではアカペラ曲「ぜんぶここに2」に挑
戦。また「Spirituals」は、創設当時から多くの世代によって歌い継がれ、今回も幅広い代のOB・OG が参加する。そして現役時代を通じて折々
にオペラを取り上げてきた我が団にとっては久しぶりのイタリアオペラ。今年3 月にはバッティストーニ指揮、東京フィルハーモニーの長岡特別
演奏会に長岡フェニックス合唱団のメンバーとして参加、その時の曲目を含め、巨瀬励起率いるコセフィルオペラバンドとの協演で演奏する。

12th Concert
法政大学 アカデミーOB 合唱団

〒220-0012 
神奈川県横浜市西区　みなとみらい２丁目３－６

横浜みなとみらいホール
〈〈 アクセス 〉〉

アクセスページ

みなとみらい駅（東急東横線直通/みなとみらい線）下車、
「クイーンズスクエア横浜連絡口」より徒歩 3 分

桜木町駅（JR 京浜東北線・根岸線/横浜市営地下鉄）下車、動く歩道からランドマークプラザ経由で
クイーンズスクエア1階奥（徒歩12分）

指揮：尾崎　徹

1958 年北九州市門司生まれ。大学時代 3・4 学年で学生指揮者をつとめ、卒業後は職場合唱団をコンクール全国大会に
導く。OB合唱団では 1991 年からタクトを握っており、現在一般 5 団体の指揮者として指導も行っている。合唱以外で
は楽器（三線、二胡）にも挑戦中。普段は大学のキャリアセンターでキャリアアドバイザーとして学生の進路指導にあ
たっている。

ソプラノ：倉本絵里

昭和音楽大学卒業、同大学院修了。新国立劇場オペラ研修所第13期修了。文化庁新進芸術家海外派遣制度研修員とし
てロンドンで研鑽を積む。《夢遊病の娘》リーザでデビュー後、これまでに《カプレーティ家とモンテッキ家》ジュリエッタ、
ヒンデミット《カルディヤック》(日本初演) 娘、《魔笛》夜の女王、池辺晋一郎《てかがみ》武田カヨ・武田亮子、《ホフマン
物語》オランピア、《メリー・ウィドウ》ヴァランシェンヌ、《フィガロの結婚》スザンナ、《カルメン》ミカエラ等を好演。

© Ayane Shindo

アンサンブル：コセフィルオペラバンド （リーダー＆ピアノ 巨瀬励起）

【指揮者なしで複数の楽器でオペラを伴奏できたりしますか】という要請に応え（すなわち「大人の事情≒予算の都合」に
より）2022年に初結成。オペラを主要な活動領域とするピアニスト巨瀬励起（こせれいき）の「拡張現実」としてこれまで
に IAW主催公演《トスカ》（22年）、《カルメン》（23年）で迫力あるサウンドを披露、好評を博す。今年10月26日には同
団体主催「チョン・ウォルソン（田月仙）40周年記念公演 "あの海を越えて" 」（浜離宮朝日ホール）に登場、《蝶々夫人》
ハイライトほかを演奏する。その精緻なアンサンブルは演目ごとに集められる、首都圏の様々なオーケストラで活躍する
精鋭メンバーの経験値と献身的な準備によって支えられている。
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